
 
狭
山
に
は
桜
の
名
所
や
美
し
い
桜
並
木

な
ど
が
沢
山
あ
り
ま
す
。 

埼
玉
県
営
・
狭
山
稲
荷
山
公
園
の
桜
園

内
に
は
、
約
３
０
０
本
ほ
ど
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
や
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
の
並
木
が
あ
り
、
市

民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ

タ
ク
リ
の
自
生
地
が
あ
り
、
桜
の
頃
に
綺

麗
な
花
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。 

智
光
山
公
園
の
桜
も
見
事
で
、
６
月
に

な
る
と
花
菖
蒲
や
バ
ラ
の
花
も
楽
し
め
ま

す
。 

 

暑
い
夏
は
、
七
夕
と
花
火
と
夏
祭
り
。 

 

関
東
三
大
七
夕
祭
り
の
一
つ
で
あ
る

「
入
間
川
七
夕
ま
つ
り
」
は
、「
仙
台
七
夕

ま
つ
り
」
に
次
い
で
古
い
歴
史
が
あ
り
、

そ
の
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ

ぼ
り
ま
す
。
毎
年
、
８
月
第
一
土
曜
日
・

日
曜
日
に
実
施
さ
れ
、
土
曜
日
は
納
涼
花

火
大
会
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

狭
山
茶
は
、『
色
は
静
岡
、
香
り
は
宇
治

よ
、
味
は
狭
山
で
と
ど
め
さ
す
』
と
う
た

わ
れ
、「
狭
山
火
入
」
と
い
う
伝
統
の
火
入

れ
に
よ
り
狭
山
茶
特
有
の
濃
厚
な
甘
味
が

生
ま
れ
ま
す
。 

 

狭
山
茶
は
、
狭
山
市
・
入
間
市
・
所
沢

市
や
県
内
で
も
広
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

埼
玉
県
茶
業
研
究
所
で
育
成
さ
れ
た
、

さ
や
ま
か
お
り
（
濃
厚
な
味
）・
ふ
く
み
ど

り
（
甘
い
花
の
よ
う
な
香
り
）・
ほ
く
め
い

（
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
）
等
は
人
気

の
品
種
で
す
。 

 

柏
原
・
白
鬚
神
社
の
祇
園
囃
子
は
７
月

１５
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

北
入
曽
・
野
々
宮
神
社
の
神
輿
渡
御
は
、

江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
、
７
月

１５
日
前
後
の
土
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。 

八
幡
神
社
の
境
内
社
に
八
雲
神
社
が
あ

り
、
毎
年
７
月
中
旬
の
日
曜
日
に
「
天
王

さ
ま
」
の
夏
祭
り
が
行
わ
れ
、
お
神
輿
が

担
が
れ
ま
す
。 

見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
！ 

狭
山
の
四
季 

 

 

夏 

白鬚神社の祇園囃子 野々宮神社の神輿渡御 

稲
荷
山
公
園
の
桜
と
カ
タ
ク
リ
の
花 

智光山公園の桜 

狭山新茶と花いっぱいまつり 

新茶の収穫 

入間川七夕まつり 納涼花火大会 

４ 

 

春 



 

 

奥
富
小
学
校
前
の
田
ん
ぼ
を
会
場
に
開

催
さ
れ
る
「
奥
富
か
か
し
祭
り
」
は
、
毎

年
、
10
月
末
～
11
月
初
旬
に
か
け
て
行
わ

れ
、
会
場
で
は
、
そ
の
年
の
世
相
を
反
映

し
た
案
山
子
な
ど
、
１
０
０
体
前
後
の
作

品
が
楽
し
め
ま
す
。 

 

９
月
に
な
る
と
秋
祭
。
入
間
川
・
八
幡

神
社
で
毎
年
、
９
月
中
旬
の
土
・
日
に
奉

納
さ
れ
る
「
八
幡
神
社
の
鹿
子
舞
」
は
江

戸
時
代
中
期
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。 

10
月
中
旬
に
は
入
曽
・
入
間
野
神
社
の

「
入
曽
の
獅
子
舞
」
が
あ
り
、
堀
兼
神
社

で
は
、
10
月
15
日
の
秋
季
大
祭
で
「
堀
上

囃
子
」
が
奉
納
さ
れ
、「
上
赤
坂
ま
つ
り
」

で
は
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
ま
す
。 

 

狭
山
は
ど
こ
か
ら
で
も
富
士
山
が
見
え

ま
す
が
、
新
富
士
見
橋
か
ら
望
む
冬
の
富

士
山
は
特
に
雄
大
で
す
。
朝
日
や
夕
日
に

映
る
富
士
山
を
観
る
と
、
清
々
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。 

 

河
川
敷
か
ら
は
大
岳
山
・
御
前
山
・
大

菩
薩
嶺
・
鷹
ノ
巣
山
・
三
ツ
ド
ッ
ケ
・
武

甲
山
な
ど
の
山
々
も
見
え
ま
す
。 

 

11
月
３
日
に
は
「
入
間
基
地
航
空
祭
」

が
、
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
で
開
催
さ
れ

ま
す
。 

 

各
種
航
空
機
の
地
上
展
示
と
飛
行
、
陸

上
自
衛
隊
・
空
挺
隊
員
に
よ
る
落
下
傘
降

下
な
ど
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も

最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
の
航
空
シ
ョ
ー
。 

毎
年
、
全
国
各
地
か
ら
の
２
０
万
人
を

超
え
る
観
客
で
賑
わ
い
ま
す
。 

２
月
３
日
は
広
瀬
・
禅
龍
寺
で
「
節
分

会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
明
治
時
代
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
行
事
は
、
裃
姿
の
歳
男
が
豆

撒
き
を
し
て
厄
を
払
い
祈
願
し
ま
す
。 

上
奥
富
・
梅
宮
神
社
の
「
甘
酒
祭
り
」

は
平
安
時
代
の
儀
式
を
今
に
伝
え
る
鎮
守

の
杜
の
お
祭
り
で
、
２
月
10
日
に
宵
宮
の

神
事
が
行
わ
れ
、
11
日
に
は
参
道
の
両
側

に
露
店
が
並
び
、
境
内
は
大
変
な
賑
わ
い

で
甘
酒
も
振
舞
わ
れ
ま
す
。 

、 

秋 

冬 

新富士見橋から見た富士山 

上
赤
坂
の
獅
子
舞 

禅龍寺の節分会 

梅宮神社の甘酒祭り 

八
幡
神
社
の
鹿
子
舞 

 

ブルーインパルスの勇姿 

五輪マーク 

新富士見橋からの夕景 

５ 


